
指定管理者モニタリングシート 令和５年５月（令和４年度実績）

（１）概要

（２）日常的モニタリング

（３）セルフモニタリング

令和４年度
77.2

46.6

実
施
結
果
②

利用者からの
要望（苦情）内容

上記への
対応状況

利用者満足度97.6％と高い評価を得ている。意見に対しては、設備や規定上の問題
により容易に変更できないもの以外は速やかに改善し、高い満足度を維持していく。

前の利用者が部屋の備品を正しく片付けていない。

上記への
対応状況

鍵の貸出時及び返却時に、原状復帰のお願いを徹底した。部屋の入れ替え時間があ
る時には部屋の確認を行った。

実
施
結
果
①

アンケート概要

令和２年度
34.9

30.2

令和５年度

施設名 刈谷市総合文化センター
主管部課等名 教育部生涯学習課

指定管理者 ＫＣＳＮ共同事業体（代表企業：株式会社共立）

指定期間 R2.4.1～R7.3.31 指定方法

管理業務の内容
生涯学習事業、文化振興事業、施設の運営業務（利用受付、使用料収納等）、施設の
維持管理業務

公募

令和６年度利用状況 令和３年度

実施方法
指導・助言（随時）、現地定例会（12回）、月例報告書による確認（12回）、現地調査（随
時）

実
施
結
果

主な問題点 開館から12年が経過し、機械設備の経年劣化による故障の発生が危惧される。

上記に対する
指定管理者への
指導・助言内容

更新費用が高額となる機器が多々あるため、更新の優先順位を加味しつつ年度ごとの
経費の平準化が図れるよう、既存の施設維持管理計画を基に機械設備更新計画の作
成を行うよう助言した。

その他特記事項 ３階貸室、地下貸室にWi-Fi設備を導入した。

大ホール稼働率（％）

生涯学習センター稼働率（％）

実施時期：令和4年4月1日～令和5年3月31日
実施方法：利用者にアンケート用紙を配布
調査結果：満足　90.0％、やや満足 7.6％、どちらとも　2.1％、やや不満　0.2％、不満
0.1％、回収率　79.5％

その他特記事項

64.6

41.5

上記への
対応状況

実
施
結
果
③

事故連絡を受けた時点で小ホール利用責任者が救急車を要請済であり、救急車到着
までの間にAEDによる救命措置を実施。本人は意識を取り戻し、救急隊により病院へ
搬送され、大事には至らなかった。

実施方法
①アンケート実施（毎日）
②要望・苦情対応
③事故対応

事故内容 小ホール利用中、観客が倒れて痙攣を起こしているとの報告を受けた。

小ホール稼働率（％） 42.2 56.0 77.1



指定管理者モニタリングシート 令和５年５月（令和４年度実績）

（４）評価・今後の対応
B B
A B
B A
B B

（４）評価・今後の対応の欄について
判定は、各項目につき、下記の４段階評価し、評価不能な項目は「－」とする。
　Ａ：協定書、仕様書に定める内容を上回る成果があった。
　Ｂ：概ね協定書、仕様書に定める内容どおりの成果があった。
　Ｃ：協定書、仕様書に定める業務内容に達しない面があり、改善の努力が必要。
　Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要する。
　－：実施していない。

施設の維持管理状況
保守管理の実施状況

単
年
度
の
評
価

法令等の遵守
適正なｻｰﾋﾞｽの提供（苦情対応・ｱﾝｹｰﾄなど）

運営状況（協定書、事業計画書等に沿って運営されているか）

施設の利用状況（稼動状況、事業計画の達成度など）

管理経費等の収支状況（経理状況や経費節減の取組み）

自主事業の実施状況

評価の理由・今後の対応
利用者満足度、稼働率、注目度の高い自主事業の実施、長期的な視点での設備劣化
状況の把握、修繕、予算化の提案など、総じて管理も運営も高い水準で実施している
と評価できる。引き続き、良好な管理運営の維持を求める。


